
ジャンボサイズPVB / SGP合わせガラス製品。

中国の信頼できる製造業者24mm 30mmジャンボサイズPVB / SGPの低い鉄の極度の超透明な組み立てられたおよびフレームレスの緩和された薄板にされたオフィスビルのホテ
ルのロビーのガラスショッピングモールの入口の正面

ジャンボサイズのPVBまたはSGP強化合わせガラスでは、2つの大きなサイズのガラスを使用して、pvbまたはsgp中間層で結合します。これにより、合わせガラス製品の強度が向
上するだけでなく、ガラスが破損して事故が発生した場合でも、ガラス片がPVBまたはSGP中間層によって接着されたままになります。したがって、ガラスをより強く安全にします。

ジャンボサイズPVB / SGP合わせガラス製品の仕様

エッジポリッシュ、穴あけ、つや消し、シルクスクリーン印刷、デジタル印刷、ヒートソークテストなど

 生産名  ジャンボサイズPVB / SGP合わせガラス製品
 形状  フラット/湾曲
 標準  ASTM&CE最高基準を参照
 色  クリア、ウルトラクリア、着色。等

 厚さ  6 + 6mm、8 + 8mm、10 + 10mm、12 + 12mm、15 + 15mm、19 + 19mm、6 + 6 + 6mm、8 + 8 +
8mm、10 + 10 + 10mm、12 + 12 + 12mm、15 + 15 + 15mmなど

 最大サイズ  3300 * 13000mm
 用途  正面、カーテンウォール、窓、手すり、ロビーのガラスなど

ジャンボサイズ強化ガラスの説明
焼戻しプロセスは、フロートガラスの強度と硬度を高めるために熱的方法を使用しています。切断および研削後のガラスは、約700度に加熱された焼戻し炉に入れられ、その後強い風の
ジェットで急速に冷却され、ガラスの内側がまだ張力を受けている間に表面に圧縮が形成されます。これにより、ガラスは強度が5倍以上上昇し、安全になります。安全だと言うのは、壊れ
るのが非常に難しいからだけでなく、割れたとしても、ガラスは人間に害を及ぼさない鈍角の小さな破片に砕けるからです。



通常の標準サイズの強化ガラスと比較して、大型ジャンボサイズの強化ガラスは、大面積全体の応力均一性と平坦度を制御するため、はるかに複雑になります。一方、ガラス面積が大きいた
め、自己爆発率の潜在的なリスクは高くなります。そのため、最初の段階では高品質のフロートガラスを選択することが非常に重要になります。超透明ガラスは、ガラスの純度のためにより
良い選択であり、より多くの結晶を見ています。したがって、ジャンボサイズの方が有利です。

ジャンボサイズの強化合わせガラスは、大きな視覚を実現するために、ロビーやファサードの設計者に広く採用され、壮大な視覚的インパクトをもたらしています。この目的のために、ます
ます多くのランドマークビルがジャンボサイズの合わせガラスを採用しています。

たとえば、ジャンボサイズの強化合わせガラスを備えたAppleの旗艦店

ジャンボサイズのガラス-高さが6メートルを超えるロビーガラス。



ファサード用ジャンボガラスサイズPVB積層複合ガラス製品。  



なぜJimy Glass PVB / SGPジャンボサイズの合わせガラスを選択するのですか？
1）チップなし、泡なし、超平坦な表面の傷のない最高品質のガラス素材を使用しています。
2）世界の先進レベルの調質機を使用して、ガラスの調質の品質を確認し、素晴らしい調質応力の均一性、自己爆発率を0.1％まで下げます。
3）各製品の厳密な品質管理により、最終製品のサイズが正確であることを確認します。
4）最高のエンジニアと最先端のコーティングラインにより、焼戻し応力の均一性を優れた方法で制御できました。
5）迅速な対応サービス。当社の強力な技術チームが1時間以内に返信し、24時間以内にソリューションを提供します。
6）26年の輸出経験があり、配達と品質の問題をすべて処理できます。

ジャンボサイズの合わせガラス製品のリファレンス：



配送と梱包の詳細：
長距離輸送中のガラスの安全性を確保するためのジャンボサイズのガラス専用の強力な合板。




